
Pusan).

3) 平井啓久 (2008)遺伝学 ･ゲノム科学の視点か

ら一第24回日本霊長類学会大会公開シンポジウ

ム ｢霊長類学はヒトの見方をどう変えたか｣.日

本の霊長類学 60周年シンポジウム (2008/07,

東京).

4) 今井啓雄 (2008)遺伝子で食べ物の好き嫌いが

わかる?第 24回全国飼育の集い (2008/12,長

野).

5) 中村伸 (2008)機能性食品の安全 ･安心に向け

て:サルモデルを用いた新評価系.第 1回健康 ･

長寿を支える 食 ･薬 ･医の研究会 (2008/07,名

古屋).

6) 中村仲 (2008)サルのアレルギーモデルとその

応用.プロジェク ト創出研究会 (2008/10,各務

原).
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流動部門

多様性保全研究分野

香田啓貴 (助教,6月 30日付で配置換え)

推進代表者 :平井啓久,正高信男

推進者 :景山節,川本芳,松林清明,高井正成,

田中洋之,渡過邦夫

協力研究者 :西村剛,宮部貴子,親川千紗子

流動部門多様性保全研究分野は,時代の趨勢に即し

た研究を推進するために,5年の時限プロジェクトとし

て 2004年度から所内措置されたものである.発足当初

は 10名の教員推進者と1名の非常勤研究員によって開

始され,2005年度から3年任期の助教を採用し,最終

年度の2008年度まで5年間,アジア霊長類の多様性な

らびに保全に関わる課題を中心に研究プロジェクトを

実施した.

具体的には,概ね下記の5項目の研究をおこなった.

(1)テナガザルの音声研究 :インドネシアならび

にマレーシアの野外調査を通してテナガザル頬 (特にア

ジルテナガザル,シロテテナガザル)の音声の変異性を

音響学的に分析し,多様性を産み出すプロセスやメカニ

ズムについて生物地理学的な視点から検討をおこなっ

た.さらに,定点長期調査を通して,音声を手がかりと

した群れの変遷や社会的なコミュニケーションの観測,

ならびに行動の発達調査もおこ･なってきた.現在もマレ

ーシアの側所的種分化をはたしている地域を新たなタ

ーゲットとして,音声の種分化に関する研究を実施して･

いる.

(2)テナガザルの遺伝的多様性研究 :インドネシ

アならびにマレーシアのテナガザル類 (アジルテナガザ

ル,ミューラーテナガザル,ボルネオシロヒゲテナガザ

ル,シロテテナガザル,シャーマンなどが対象)の迫伝

的分化を,分子細胞遺伝学的変異解析,分子系統解析な

らびに毛色パタン解析を通して検討した.ボルネオのテ

ナガザル類は2度のスマ トラからの移住を経験し,各々

の遺伝的分化を維持している.また,スマ トラのアジル

テナガザルは過去ボ トルネックを経験し,特異的な染色

体相互転座 (W 8/9)がスマ トラに固定されつつある

ことを兄いだした.現在は,マレーシア半島とスマ トラ

島の間の迫伝的分化ならびに移住方向について解析 し

ている.

(3)マカク頬の生態学的 ･行動学的調査 :インド

ネシア･スラウェシにおいて,トンケアンマカクと-ツ

クモンキーの種間雑種の繁殖行動ならびに社会構造に

ついて長期観察を継続した.タイ国ロプリ市の追跡に楼



む神Eti化されたカニクイザルの一群が,ヒトの毛髪を使

って脚轄き様行動をすることを観察し,特殊な環境で損

得された道具使用に関わる文化的忠弟を検討した.また,

人為的に輯入されたカニクイザルの繁刑コロニーの迫

伝的特性を分子鎖団迫伝学的に解析した.

(4)盃長籾の保全研死 :インドネシア･スマ トラ

Plの正長叛の保全計両に托するLt-礎㌍料を収jJ!する目

的で,各種盃長郡や大型pifT乳概の分布変速の動憶を明ら

かにすることを計弼し,現地住民-の聞き取り調盤を継

続的におこなってきた.

(5)オナガザル上科の古生物学的研究:ユーラシ

ア大陸のオナガザル上科霊長類の進化プロセスを明ら

かにするために,中央ユーラシアで見つかっている

parapresbytL'S(コロブス亜科),ユーラシア大陸の広域で

見つかっている大型オナガザル亜科 (procynocephalus

と ParadolochopL'thecus),ならびに東ユーラシアで見つ

かっているマカク類などについて古生物学的調査を継

続してきた.これらの調査を基に新たな進化プロセスの

仮説的論考をおこなった.

以上のようにアジア霊長桁を多様な方法を用いて

解析することで,各研究分野で韮要な成果を得ることが

できたし,新たな洞察ならびに視点をうむことができた.

さらに,各種の研究手法や考察を学際的に統合する研究

を進めたことによって,今後の学際的研究指針を明確に

することもできた.そういった意味で,所内措置として

設定された本流動部門 ･多様性保全研究分野の推進は,

当初の目標をかなり達成できたものとして評価してよ

いと思われる.ただし,発足時に企画した研究内容がす

べて実施できたわけでもないので,推進方法の見直しが

必要であることも否めない.

これらの研究遂行にあたっては科学研究資,ならびに

21世紀およびグローバルCOEの資金的援助を受けた.

(文責 :平井啓久)

<研究概要>

A)レトロトランスポゾン様反復配列複合構造(RCRO)

のゲノム内機能の解析

平井啓久,松林音符明 (センター)

RCRO が存在するチンパンジー節7染色体をモデ

ルとして,RCROがおよぼすキアズマ抑掛目こ関する解析

をおこなった.チンパンジー雄の減数分裂細胞を,FISH

法および PATNTii･を用いて槻烈したところ,RCROが

存在する7q31ならびにセントロメア近傍領域にはキア

ズマが起こっていないことが明らかになった.
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B)テナガザル類の生物地理学的ならびに医生物学的研

究

宮部氏子 (センター),JokoPamunkas(ボゴールJL笠科大

学),DyahPerwitasari-Farajallah(ボゴール瓜科大学),

香田啓資,親川千秒子,松井淳 (グローバルCOE),

平井啓久

インドネシア･中央ジャワの動物園においてシャー

マンおよびボルネオシロヒゲテナガザルの血液採取,糞

採収をおこないDNA抽出ならびに血液生化学的分析を

AT一施した.冊易キットを用いて糞便中の-リコバクタ

一 ･ピロリ抗原の検出を試みた.

C)スマ トラ島におけるアジルテナガザルの野外調査

香田啓貴,親川千秒子,Rizaldi(アンダラス大学),

田中俊明 (梅光学院大学),村井肋裕

インドネシア,西スマ トラ州バグン市近郊のLimau

Manisにおいてアジルテナガザルを対象とした野外調査

を2004年より行っている.

D)テナガザル音声を指標とした生物地理学的解析

香田啓貴,現川千紗子

野生アジルテナガザルを対象として,音戸の変異性

を音響学的に分析することにより,音声の変只が生み出

されるプロセスやメカニズムについて生物地理学的な

視点からフィール ドワークを行った.

E)テナガザルの音声発達調査

香田啓貴,親川千紗子,加藤朱美 (認知学習),早川祥子

(グローバルC0E),AlanMootonick(テナガザル保全セ

ンター),正高信男

日本モンキーセンターにおいて音声の発達調査を

継続して行った.またカリフォルニア州テナガザル保全

センターにおいても同様の発達調査をおこなった.

F)テナガザルの歌発声メカニズムに関する研究

香田啓貴,西村剛 (系統発生),正市倍93

テナガザルの種特典的な音声tが発声される形態学

的,音響物理学的えら盤の解nj]に向けて分析を行った.

G)東部ユーラシア地域における新第三紀の霊長類進化

に関する研究

柄井正成,西村剛,江木直子,ZinMaungMaungThein,



伊藤毅,西岡佑一郎 (系統発生)

中央ユーラシアで見つかっているParapresbytis(コ

ロブス亜科),ユーラシア大陸の広域で見つかっている

大 型 オ ナ ガ ザ ル 亜 科 (procynocephalus と

paradolL'chopifhecus),ベ トナム北部 トウンランの更新世

の洞窟堆積物から見つかっていたマカク頭骨,台湾南部

の中期更新世の地層から見つかったオナガザル科遊離

歯化石,ミャンマー中部の鮮新世の地層から見つかった

コロブス類とマカク類の遊離歯化石,中国南部の広西壮

族 自治区崇左の更新世の堆積物から見つかっている複

数の旧世界ザル化石,日本列島の第四紀以降のニホンザ

ル化石などに関して,主に古生物学的手法を用いて研究

した.

H)イン ドネシアにおける霊長類保全のための研究

渡過邦夫,香田啓貴,親川千紗子,Rizaldi(アンダラス

大学),村井勅裕 (生態保全),田中俊明 (梅光学院大学)

イン ドネシア,スマ トラ島やジャワ島において,各

種出長輔の生息状況の現状を明らかにすることを目的

として,密度調査をおこなった.

Ⅰ)アジア産マカク類における文化的行動

放逸邦夫,香田啓資,田中俊明 (梅光学院大学),

木場礼子 (国立精神神経センター ･神経研究所)

タイ中部ロツプ リ-市内に生息するカニクイザル

の特輿行動の伝播様式について,調査をおこなっている.

また,イン ドネシア,ロンボク島に生息するカニクイザ

ルの特異な行動についても,ニホンザルとの比較を通じ

その行動伝播が引き起こされるプロセスについて,研究

を行った.

<研究業績>

原著給文

1) RogerE,GrunauC,PierceRJ,HiraiH,GourbalB,

GalinierR,Emans氏,CesariTM,CosseauC,Mitta

G(2008)Controlledchaosorpolymorphicmucinsin

a metazoan parasite (Schstosoma mansoni)

interactingwithitsinvertebratehost(Biomphalaria

glbrata).PLoSNeglectedTropicalDiseases2:e330.

2) Zin-Maung-Maung-Thein,TakaiM,TsubamotoT,

Thaung-Htike,EgiN,Maung-Maung(2008)Anew

speciesofDicerorhL'nus(Rhinocerotidae)from the

PlioIPleistocene of Myanmar. Palaeontology

51(6):1419-1433.

3) Rizaldi,WatanabeK(2008)Successiveaggression:
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anotherpattemofpolyadicaggressiveinteractionsin

acaptivegrouporJapanesemacaques･American

JoumalorPrimatology70:349-355

4) KodaH,ShimookaY,SugiuraH(2008)Effectsor

calleractivityandhabitatvisibilityoncontactcall

rateofwildJapanesemacaques(Macacafusca(a).

AmericanJoumalofPrimatology70(11):105511063.

5) HonjoH,AkariH,FujiwaraY,TamuraY,Himi H,
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gene.Gene432:60-66.
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(2009)Free-RangingMacaqueMo山ersExaggerate

Tool-UsingBehaviorwhenObservedbyOffspring.

PLoSONE4(3):e4768.

総説

1) MasatakaN(2009)Theoriginsoflanguageandthe

evolution ormusic:a comparativeperspective.

PhysicsofLifeReviews6:I1122.

報告

1) Rizaldi,Kami1ahNS,WatanabeK(2008)Habitat

destructionandthreatonthelarge-and

medium-sizedmammalsimSumatra,Indonesia.プ

ロナ トウラ ･ファンド第 17期助成成果報告書

ProNaturaNACSJp.2231233.

2) FukuchiA,Nakaya H,TdkaiM,0gino S,

MashenkoEN (2009)ApreliminaⅣ reportonthe

Pliocene血inoceros丘om Udunga,Transbaikalia,
Russia.AsianPaleopnmatology5:61-98.

3) KawamuraY,TdkaiM(2009)Pliocenelagomorphs

androdents丘･omUdunga,Transbaikalia,eastcm

Russia.AsianPaleopnmatology5:15-44.

4) TdkaiM,MaschenkoEN(2009)ParapresbytL.S

eohaf7uman:thenorthernmostmonkeyfromthe

PlioceneorTransbaikalia.AsianPaleoprlmatOlogy
5:ト14.

著書 (単著)

1) MasatakaN(2008)TheOriginsofLanguage.pp.157

Heidelberg:Springer.

著書 (分担執筆)

1) KodaH(2008)Short-ten AcousticModifications

duringDynamicVocalInteractionsinNonhuman

Primates-ImplicationsfわrOriginsofMotherese.(The

orisingsoflanguage)(ed.MasatakaN)p.59･73

Heidelberg:Springer.

2) MasatakaN (2008)Implication orthehuman

musicalfacultyforevolutionoflanguage.(The

orisingsorlanguage)(ed.MasatakaN)p.59-73



Heidelberg:Springer.

3) MasatakaN(2008)Thegesturattheoryofandthe

vocaltheoryorlanguageonglnsarcnotincompatible

withoneanother.(Theorisingsorlanguage)(ed.

MasatakaN)p.59-73lleidelberg:Springer

4) 平井啓久 (2008)でくのぽうのゴミ符.r生き物

たちのつづれ織り 郡 1巻｣ (砧淑桃子,村角智

恵編)p.122･128京都大学グローバ ルCOEプログ

ラム.

5) 香田啓ifI(2008)r歌｣を歌うサル-テナガザルの

多様な音声.｢生き物たちのつづれ織 り 第 1巻｣

(高瀬桃子,村角智恵編)p.106-110京都大学グロ

ーバル COEプログラム.

6) 親川千紗子 (2008)テナガザルの住む森を探 し

て. ｢生き物たちのつづれ織 り 第 1巻｣ (高瀬

桃子,村角智恵編)p.111-112京都大学グローバ

ル COEプログラム.

学会発表

1) HayakawaS,KodaH,MootnickA,MasatakaN

(2008)Comparativeresearchonsingingbehavioror

four species of immature gibbons.The 2nd

lnternationalSymposiumoftheGlobalCOBProject

(2008/11,Kyoto).

2) HayakawaS,KodaH,MootnickA,MasatakaN

(2008)Comparativeresearchonsingingbehavioror

fourspeciesofimmaturegibbons.第11回SAGAシ

ンポジウム (2008/ll,東京).

3) MasatakaN(2008)Originsor"Motionese".Invited

lectureatintemationalcongressoflntermodetAction

Structuring(2008/07,Bielefeldt,Germany)

4) Oyakawa C,Koda H,Tanaka T,Murai T,

NulukamilahS,Rizaldi,BakarA,MasatakaN(2008)

Geographicvariationofspecies-specificcalIinwild

agilegibbons.The2ndIntemationalSymposiumof

theBiodiversity andEvolutionGlobalCOEproject

"fromGenometoEcosystem"(2008/I1,Kyoto).

5) ｢hkaiM,JimC(2008)Paleobiogeographicalanalysis

orcercopithecinemonkeysinChina.Intemational

ConferenceinCommemorationofthe1Oth

AniversaryoftheDiscoveryoftheRenzidongCave

andtheAnnualMeetingorthe

Paleoanlhropology･PaleolilhicArcheologySociety

andStratigraphy･PaleontologySocietyunder

ChineSeAssociationlbrquatemaryResearch

(2008/05,Fanchang,Anhui,China).

6) TakaiM,NishimuraT,ShigeharaN,SetoguchiT

(2008)Meaningorthecaninesexualdimorphismin

fossilowlmonkey,AotzLSdLlf7deTISisfromtheMiddle

MioceneorLaⅥnta,Co一ombia.14thlntemationa1
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SymposiumonDentalMorphology(2008/08,

Greiliwald,Gemany).

7) OyakawaC,KodaH (2009)Introductionorthe

KUPRtprojecttostudythediversity ofgibbons.

FieldResearchorPrimatesin South-eastem Asian

TropicalForest(2009/02,Inuyama).

8) WatanabcK,MitaniM,SuryobrotoB,HadiI,

WidayatiKA,MegantaraEN,GumayaKJ,Wedana

M,DirgayusalW,PernamaAR,BrotoisworoE(2009)

PoputationtrendsorTracht-pt'thecusauratusand

MacacafascEczllarisin thePangandaran Nature

ReseⅣe,Indonesia.TheAsssociationorTropical

BiologyandConservationAsiaPasificChapter2009

(2009/02,ChiangMai).

9) 親川千秒子,香田啓貴,田中俊明,NurulkamilahS,

BakarA,村井勅裕,正高信男 (2008)野生アジ

ルテナガザルの歌における地域差の検討.第 24

回日本霊長類学会 (2008/07,東京).

10)早野あづさ,DyahPF,HeryW,宮部貴子,AlanM,

DiahI,JokoP,平井啓久 (2008)マイクロサテラ

イ ト解析からみたスマ トラ在フクロテナガザル

Symphala〃gllSSyndacqhJSの迫伝的組成.2008年

度日本棚乳字訳学会大会 (2008/09,山口)

ll)高井正成,西村肌 小銭大帆 カル ミコフ N,マ

シェンコ E(2008)アジア文部の鮮新世の化石

コロブス頬とその進化史について.邦62回人類

学会大会 (2008/10-ll,愛知).

12) 三谷雅純,グルマヤ FJ,メガンタラ EN,波速

邦夫 (2008)1997-98年エルニーニョで減ったシ

ルバール トンの個体群密度はどのような刺激で

補償されたか?ジャワElJパンガンダランの例か

ら.日本霊長類学会 (2008/07,東京).

13) 渡退邦夫,三谷雅純,リザルディ,サンティ N

カミラ (2008)スマ トラ由中部におけるは乳類

26種生息状況モニタリングの試み.野生生物保

護学会 (2008/ll,佐世保).

妨訴

1) HiraiH (2008)EvolutionorZW ofSchistosoma

mansoni.2008SchistosomegenomemeetingHixton,

(2008/06,UK).

2) HiraiH (2008) Chromosomology and genetic

differentiationofsmallapes.Scienceseminarof

PusanNationalUniversityPusan,Korea(2008/07,

Pusan).

3) 平井啓久 (2008)迫伝学 ･ゲノム科学の視点か

ら一節24回日本詔長和学会大会公開シンポジウ

ム r丑長柄学はヒトの見方をどう変えたか｣.日



本の霊長類学 60周年シンポジウム (2008/07東

京).

4) 高井正成,西村剛,江木直子 (2008/6/1)グロー

バル COE生物多様性 ･霊長類学ジュニア教室

｢この手でサワッテみよう霊長類の化石たち｣.

京都大学総合博物館 京都.

5) 渡追邦夫 (2008/5/3) ｢スマ トラ島の動物につい

て｣.東山動物園.

6) 波速邦夫 (2009/2/7)｢最近の野生ニホンザルと

個体群管理の方向性｣.愛知県生物多様性キャラ

バンセミナー 新城市.
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寄附研究部門

比較認知発達 (ベネッセコーポレーション)研

究部門

佐藤弥 (寄附研究部門准教授),高島友子 (技術補佐

負),伊藤康世 (教務補佐員)

<研究概要>

A)表情コミュニケーションについての実験心理学的研

究

佐藤弥

表情や視線による対人コミュニケーションにおけ

る情報処理過程を,反応記録 ･ビデオ録画 ･筋屯図計測

などにより検討した.定型発達者および発達障害者を対

象とした.

B)表情コミュニケーションについての神経科学的研究

佐藤弥

表情や視線による対人コミュニケーション課題を

遂行中の神経活動を,fMRI･深部脳波などを用いて計

測した.

C)チンパンジーとヒトの比較認知発達研究

林美里

物の操作や道具使用を認知発達の指標として用い

て,チンパンジーとヒトを直接比較する研究をおこなっ

た.積木やカップを用いた非言語性の検査課越を対面場

面で実施し,操作の過程を分析して,両種の直接比較を

おこなった.ヒトの研究は竹下秀子 (滋賀県立大学)氏

との共同研究である.
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